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重点巨大銑鋼一貫企業（≧10Mt） 13 301.84	 319.52	 303.43	 50.0	
重点大中型銑鋼一貫企業（3−10Mt） 29 155.70	 167.19	 157.10	 26.1	
重点小型銑鋼一貫企業（＜3Mt） 27 50.77	 52.98	 49.25	 8.3	
重点電炉企業 3 0.90	 5.63	 6.14	 0.9
その他の重点企業 15 13.86	 13.06	 3.31	 2.0	
重点企業合計 87 519.85	 554.31	 516.29	 86.8
非重点企業 12,056 75.75	 84.43	 285.73	 13.2	































































































































































































































計では7.5パーセント，Guo and Fu［2009, 4359］
による工程別エネルギー原単位の推計では製銑
工程で6.5パーセントであった。その一方，寧・
































2005 2010 2005 2010
高炉・転炉法
日本 23.1 22.9 1.000	 1.000	
中国平均 28.3 26.8 1.225	 1.170	






電炉法日本 8.36 8.3 1.000	 1.000	
中国 8.66 8.7 1.036	 1.048	






























































































































































































高炉内容積 淘汰高炉数 生産能力	（100万t/y） 能力比率
2000〜2999m3 3 5.756 6.9%
1000〜1999m3 4 4.444 5.3%
300〜999m3 66 27.442 32.8%
101〜299m3 267 30.984 37.0%
#100m3 574 15.025 18.0%
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